
　紙芝居の歴史は、中国と日本の過去に触れることなく
語ることはできません。北京講座は、中国の方たちに
謝罪することから始まりました。
　講座のなかで「今なぜ、紙芝居なのですか？」という
質問を受けました。和歌山静子さんは「今だからこそ、
紙芝居が必要なのです！」と、きっぱりとおっしゃい
ました。このやり取りを聞きながら、紙芝居が中国で
どのように受け入れられていくのか、とても楽しみに
思いました。
　講座を受講された多くの女性達は地元に帰り、紙芝居
の楽しさを伝えながら生活の糧にしていけたら、そんな
ことも考えているとも聞きました。
　今回、紙芝居を中国に伝える歴史の１ページに参加で
きたことを嬉しく思います。（青山）
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紙芝居文化の会とは
　・紙芝居を愛する人
　・紙芝居に興味のある人
　・紙芝居を演じたい人
　さまざまな思いの人、海外の人とも
出会い、交流する場です。
（2001年創立　事務局東京都三鷹市）

〒470-0126　日進市赤池町村東149
紙芝居文化の会あいち代表　近藤洋子
FAX　052-801-5794
kamishibaiaichi@yahoo.co.jp

コラム　≪ま・間・ま≫

連絡先

紙芝居文化の会にご入会下さい
　詳しくは、紙芝居文化の会：
　http://www.geocities.jp/kamishibai/
　または、下記連絡先まで
紙芝居文化の会あいちの会費は不要です
愛知県内だけでなく近隣の方々もご参加下さい

・通信を発行します
・紙芝居講座を開催します
・情報交換をします

紙芝居文化の会　あいち　とは

会員になるには

こんなことやりたい

中国紙芝居講座
　　　2016 年 4月 11 日～18 日　北京・上海
　　　　　講師　　　和歌山静子さん（北京）
　　　　　　　　とよたかずひこさん（上海）

童心社主催の「中国紙芝居講座」に参加しました。
幼稚園、小学校、図書館での実演と、教育関係者、出版社
対象に紙芝居講座を開催し、2000 人以上の
方々に紙芝居を楽しんでもらいました。

◆北京

◆上海
中国語で「おおきくおおきくおおきくなあれ」と
「ごきげんのわるいコックさん」を演じました。
子どもたちは、大喜びで共感の世界が広がりました。
講座では中国の方々の積極的な参加に驚きながら、
「パフォーマンスでなく作品を演じるのね」の感想
を頂けて手応えをかんじました。（道山）

（「ごきげんのわるいコックさん」で大喜びする子ども）

　昨日瞬間、蝉の声を聞いた。ああ本格的に夏だ！と思った。
でもやっぱりアブラゼミの声だった。子どもの頃夏を知らせて
くれるのはニイニイゼミだった。そして暑さの中で共に駆けず
り回ったのがアブラゼミ。去年を思い出すと夏の盛りは子ども
時代にはいなかったクマゼミだった。あの騒がしさに余計に暑
くなり参ったものだ。
　名古屋の山﨑川の歴史の聞き書き資料からも蝉の生態の
変化が確かめられた。ニイニイゼミがいなくなり、クマゼミが
繁殖。気候の変動や、人工的な土の移動などが原因とか。
人が自然をいじりまわした結果か。自然の変化は人間にはどう
なのだろう？特に子ども育ちには？
　先日大阪の子どもたちに紙芝居を演じてきた。参加者は皆、
「大阪の子は元気や」と言った。子どもって本来『元気』の代表
みたいだ。ところが「大阪の子は」と地域限定の表現があるこ
とは何だろう？元気の基は？
子どもが本来持っている自然の育ちを大人が管理
しているのだろうか？どこの子どもも「元気や！」
と言わせたい。大人の責任！



紙芝居のプログラムをお寄せ下さい
みんなで学び合いましょう

紙芝居お話会＜プログラム紹介＞

★名古屋市名東図書館

2016.3.25（金）　
＜プログラム＞
・おむすびくん
・たけのこほりほり
・バナナれっしゃ
・だれかさんてだあれ
・なんにもせんにん
・くねくねゆらゆら
・ふしぎなしゃもじ
・とまがしま

次回は8/26　10時30分からです

　

★一宮市中央図書館

　2016.2.27（土） 「みずほとしょかんまつり」
　＜プログラム＞
　・ぱんぽこぽん
　・ふうたのはなまつり
　・はるだよおきて
　・なんにもせんにん

　瑞穂図書館は瑞穂パロマサッカー場のお隣にあります。
　名古屋市内で一番新しいピカピカの図書館です。
　住宅も多い地域で「ちっちゃい子のお話会」は
　いつも満員です。
　絵本の棚もガラガラになって嬉しい悲鳴です。
　

2016.5.22（日） 　
＜プログラム＞
・おおきないわがどーん
・あめがあがったよ
・あさがおアパート
・くちのあかないカバ　ヒポポくん

★名古屋市瑞穂図書館

★紙芝居文化の会　お知らせ

紙芝居文化の会　総会と紙芝居講座

日時：2016 年 11 月 19 日（土）～20日（日）
場所：東京・吉祥寺東急REIホテル

紙芝居文化の会あいち
　
      

　

　
　ある日の「紙芝居はうす」では…
「てんからおだんご」を 4人が演じました。
演じる人が変わると、違う作品のように見えます。
新作の紙芝居や図書館で眠っている古い作品を探し
てきたりもします。
　

毎月第 2月曜日。
名古屋市郊外、赤池に
1枚の旗が掲げられます！
「紙芝居はうす」

紙芝居はうす

紙芝居はうす　今後の日程
毎月第 2月曜日
8/8。9/12。10/10。11/14。12/12
（変更もあります。お問い合わせ下さい。）
紙芝居あいちの会員の方、参加歓迎です。

＜スケジュール＞
　10:15～11:30  演じ方
　11:30～14:00  昼食、情報交換
　14:00～16:00  演じ方

一番のお楽しみは
みんなからの持ち寄り
と新鮮野菜の昼食！
各地の情報といっしょに
いただきまーす

「紙芝居はうす」で大切にしていることは、
＜互いに批評し合う事＞
演じ方を批評しあうのは、とても難しいです。
「こんなこと言って傷つけないかしら…」
「人の批評などとてもできない…」と、
地域のグループで悩んだことはありませんか？
「紙芝居はうす」では、ここでなら何を言っても、
言われても大丈夫の信頼感があります。
時には辛口で言い合います。でもその人の人間性を
批判しているのではありません。
子どもたちに良い作品を心をこめて演じるためには、
必要なことだと思っています。

参加する時の
持ち物は自分の
演じてみたい
紙芝居。
参加者みんなで
演じ合います。

たくさんの
絵本、紙芝居が
あります。
紙芝居の注文も
できますよ。


